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1．はじめに 

専門職学位の教育博士（英語ではEd.D.，中国語では

「教育博士専門学位」，以下「教育博士」）は学術学位

であるPh.D.の相対的な学位（中国語では「教育学博士」）

であり，これらを合わせて教育分野の博士号を構成して

いる．アメリカのハーバード大学が教育博士の大学院教

育を先駆けて実施し，1920 年に教育博士を授与したほ

か，イギリス，オーストラリア，カナダでも相次いで教

育博士が設置された（申・夏 2022）． 

中国の教育博士の育成に関する試みは 1999 年から始

まり，2009年国務院学位委員会の通知により，北京師範

大学など 15 個の大学が 2010 年に学生募集を開始して

教育博士の育成を行ってきた．中国の教育博士養成制度

確立の外部動機は，時代の発展に適応する優秀な教員や

教育管理者などに対する需要であり，そして欧米諸国の

教育博士養成の研究と実践にも影響されている．内部動

機は質の高い教育に対する需要の高まりと，中国の経済

発展とそれに伴う労働市場の需要の変化である（高・朱 

2019）．10年以上の発展を経て，教育博士の養成制度が

確立され，教育博士の学生数はかなりの規模に達した． 

中国の専門職学位について，陳（2010）は中国の専門

職学位の発展現状を明らかにし，その制度の課題をまと

めている．雲尾（2009）は中国の教育修士制度を紹介し，

教員の専門性を高めるための「教育修士」の歴史，カリ

キュラム等を紹介した．しかし，中国の教育博士制度を

紹介した研究はない．日本にはまだ専門職の教育博士は

存在しないが，先行している中国の制度を参考にできる

ようにすることは，意義があると考えた．したがって，

この論文では，中国の教育博士の歴史と現状を明らかに

するために，文献調査によって，中国の制度を整理分析

し，その特徴を考察する． 

本論文は発展の歴史，制度の内容，実施の現状，実施

の効果と2023年の動向の５つ部分から構成されている．

発展の歴史，実施の現状と実施の効果については，中国

知網（CiNiiと同様の学術的なデータベース）で関連論文

を検索し主要なものを抽出した．制度の内容と 2023 年

の動向については，政府と各大学のウェブサイトの関連

政策，通知などを参照した． 

2．教育博士の発展歴史 

呉・姚（2020），呉（2017）及び李（2019）の研究を

もとに，中国の教育博士の歴史的発展経緯を明らかにし

た． 

20世紀の末から，新世紀の中国の教育発展における高

レベルの専門家に対する切実な需要に適応するため，国

内の多くの大学は教育博士の大学院生教育に関する一連

の試みを行った． 

中国教育博士養成の実践的な試みは，1999年に華中科

技大学が創設した「大学学長博士課程クラス」であり，

豊富な管理経験を持ちながら博士号を取得していない大

学の管理者を対象とした．その後，北京師範大学は2000

年に「教育行政管理幹部の在職博士教育」を展開し，北

京大学は 2003 年にハイレベル研究型教育管理人材の育

成を模索し，華東師範大学と米国ペンシルベニア大学は

2004 年に教育博士プロジェクトの試行を協力して展開

した． 

全国の多くの大学の試行を前に，国務院学位委員会は

2007 年に教育博士専門学位論証専門家グループを設立

し，2008年に開催された国務院学位委員会第26回会議

で「教育博士専門学位設置案」を審議して採択した．こ

れは中国の教育博士の誕生を意味している． 

2009年，国務院学位委員会は北京大学，清華大学，北

京師範大学など 15 校を教育博士の最初の育成機関とし

て承認した．この15校は2010年に正式に学生を募集し

始めた． 

教育博士の育成経験を総括し，その育成の質を高める

ため，2015年に全国教育専門学位大学院生教育指導委員
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会は15個の大学に対して特別評価を行った．2017年の

国務院学位委員会の第12回博士修士学位授与審査では，

首都師範大学などの 12 校が第２陣の教育博士専門学位

授与機関となり，翌年から学生募集を開始した． 

教育博士の専門分野も徐々に他の専門分野に拡大して

いる．教育博士の設置当初は，「学校課程と教科教育」，

「学生の発達と教育」，「教育のリーダーシップと管理」

の3つの分野だけがあり，2018年に「中国語国際教育」

が増設されている． 

全国では 27 の大学が教育博士を募集しており，2020

年在学の教育博士は 3404 人，484 人が教育博士の学位

を授与された（秦・宋 2021）．2020年9月25日に国

務院学位委員会と教育部は共同で「専門学位大学院生教

育発展方案（2020～2025）」を配布し，専門職博士大学

院生の募集数を大幅に増加させることを提案し，これが

専門職博士の教育が新しい発展時期に入ったことを示し

ている（翟ら 2022）． 

3．教育博士の学位設置案の内容 

最初の育成機関である 15 の大学は学生募集を開始す

ると共に，全国教育専門学位大学院生教育指導委員会は

教育博士の育成方案（2010年試行）を策定した．目標，

募集対象，専門分野，学業年限，育成方式，課程内容な

どは以下のように規定されている．（2018年の「中国語

国際教育」の増設に伴い，その育成方案は同年に策定さ

れ，その説明を3.9.に記述した．） 

3.1.育成目標 

教育博士の育成目標は，教科指導や教育管理など教育

分野の複合型，職業型の高級専門人材を育成することで

ある． 

教育博士の専門職学位取得者は教育事業に対して強い

責任感と使命感を持ち，比較的に高い人文と科学素養，

広い教育専門知識と比較的に高い教育理論レベルを持ち，

科学方法を有効に運用して教育実践中の複雑な問題を研

究解決し，関連する専門分野の実践活動を創造的に展開

することができる． 

3.2.募集対象 

教育博士の募集対象は修士号を持ち，５年以上の教育

或は関連分野のフルタイムの職歴を持ち，関連分野に一

定の成果があり，比較的高い研究能力を持つ小中高学校

の教員と各級各種学校の管理者である． 

3.3.専門分野 

教育博士には，「教育のリーダーシップと管理」，「学

校課程と教科教育」と「学生の発達と教育」の3つの専

門分野が設けられている． 

3.4.学業年限と育成方式 

教育博士の大学院生の養成は，単位制度と柔軟な学業

制を採用しており，基本的な学業年限は４年である．そ

の中で，学校でのフルタイムの勉強と研究の累積時間は

１年以上が必要である． 

育成過程には，課程学習，中間評価（中間発表会及び

資格審査），開題報告（学位論文の見極め，開題報告書

には論文の目的と意義，先行研究，概要，作成計画など

が含まれる），論文執筆，論文答弁（公開発表会及び本

審査）などが含まれる． 

教育博士は集団育成と教員指導を結合した育成方式を

実行する． 

3.5．教育課程の設定 

教育博士の課程体系は，専門管理者，専門教員，教育

者の育成のため，課程の内容は教育理論研究の最新の進

歩を反映し，課程の構造は包括的かつ専門的で，実践性

を強調する．モジュール課程と単位制を採用し，チーム

学習，テーマ別セミナー，現場研究，ケース分析，社会

調査などの方法を重視し，自習，宿題，個別指導，文献

読解を強化し，学生が実際に学んだ知識を活用する能力

を高める． 

育成目標の要求に基づいて，教育博士の授業数は20単

位以上に設定する必要がある．育成機関は目標に基づい

て共通教養科目，専門必修科目，選択科目の授業内容と

単位数を設定し，学校の特色を際立たせる．開設された

課程には，次のモジュールを含む必要がある． 

（１）共通教養科目モジュール 

４単位以上．学生の人文科学のリテラシーを向上させ，

学問分野の視野と知識面を拡大することを目的としてい

る． 

（２）教育理論モジュール 

６単位以上．学生の教育理論リテラシーを向上させ，

教育理論を用いて教育の実践的問題を研究・解決する能

力を養うことを目的としている． 

（３）教育研究方法モジュール 

４単位以上．多様な教育研究手法を総合的に応用する

能力を高め，問題意識と科学的思考法を涵養することを

目的としている． 

（４）教育実践研究モジュール 

６単位以上．教育理論と研究方法を総合的に応用し，
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実践的な経験を振り返り，実践的な問題を研究して解決

し，教育改革を主導するリーダーシップを育成すること

を目的としている． 

3.6．中間評価（中間発表会及び資格審査） 

中間評価は全ての課程学習に合格した後，学生が学位

論文を書く能力を備えているかどうか，学位論文を書く

資格があるかどうかを審査することである．学生は専門

分野の育成要求に基づいて，理論，文献研究，実践研究

の３つの方面でそれぞれ 8000 字以上の研究報告書を完

成しなければならない． 

育成機関は関連分野の専門家で構成された審査委員会

を設立して中間審査を行う．審査委員会は学生の道徳品

質，課程学習，研究報告書と現場での発表や質問応答な

どの状況をもとに，学生が学位論文を書く能力を備えて

いるかどうかを評価する．中間評価に合格できなかった

者は，中間評価をもう一回申請することができる．２回

目の中間評価不合格または４年以内に中間評価不合格で

特別な理由がない場合は，学業は中止される． 

3.7．開題報告（学位論文の見極め）と学位論文 

教育博士の大学院生は，開題報告を通じて学位論文の

研究テーマを確定しなければならない．論文の研究テー

マは教科教育や管理実践などの中で現実的意義と応用価

値を持つ重要な問題に由来し，本職と関連する必要があ

る． 

学位論文は，関連する理論と科学的方法を総合的に運

用して基礎教育における実践問題を分析解決し，実践を

通じて新たな知識を探究することを重視しなければなら

ない． 

学位論文は一般的に８万字以上である． 

3.8．論文答弁（公開発表会及び本審査）と学位授与 

教育博士の学位論文審査委員会のメンバーの中には，

少なくとも1人の高級専門技術職を有する実践分野の専

門家が必要である． 

学生は規定の課程を修了し，その単位を修得し，規定

に基づいて学位論文を提出し，公開発表会で答弁し本審

査を通す者は教育博士の専門職学位，及び博士大学院卒

業証書を授与する． 

3.9.「中国語国際教育」の育成方案 

2018年11月に公表された「中国語国際教育」の育成

方案は2010年の教育博士の育成方案と類似しているが，

以下の点は異なっている． 

（１）必修単位数がより多くなり，24単位以上が必要

である．そのうち，共通教養科目モジュールは４単位，

教育理論モジュールは８単位，教育研究方法モジュール

は８単位，教育実践研究モジュールは４単位以上である

ことが規定されている． 

（２）各モジュールの科目は具体的に示されている．

例えば，共通教養科目モジュールには外国語（２単位），

政治理論（２単位），教育と中国語国際教育最前線（２

単位）などの科目が例示されている． 

（３）実習が必須である．教育実践研究モジュールに

おいて，孔子学院（政府が世界各国の大学等と提携して

その地に設立する中国語および中国文化に関する教育機

関である）などの海外の関連機構で一年以上の実習が必

要であることが明確に規定されている． 

（４）学術的成果が明確的に規定されている．国際会

議，政策報告，学術刊行物の３つに少なくとも一つに投

稿して公刊することが必要であることが規定されている． 

4.実施の現状 

4.1．育成機関と募集人数 

教育博士の大学院教育を実施している 27 の大学の多

くは師範大学（教員養成大学）である．表１と表２に示

されたように，第１陣の教育博士試験校15校のうち10

校，第２陣12校はすべてそうである（呉・姚 2020）．

師範大学は教師教育の使命を担っており，教師を育成す

る伝統があり，教育博士を育成するには先天的な優位性

がある． 

2010年から2019年までの10年間，北京師範大学教

育博士の学生募集総規模は234人で首位に立ち，華東師

範大学教育博士の学生募集総規模は199人で2位にラン

クインしたが，地方大学を代表する西北師範大学教育博

士の募集総規模はわずか 64 人で，第 1 陣の育成機関の

中で最も募集規模の小さい大学である．第2陣の育成機

関もほぼ地方大学であり，教育博士の募集規模は第1陣

の大部分より小さい． 

4.2.３つの専門分野の学生数 

募集人数の違いは異なる大学間だけでなく，異なる専

門分野間にも顕著に反映されている．表３に示したよう

に，この6年間に募集された959人の教育博士の大学院

生のうち，78%の学生は「教育のリーダーシップと管理」，

14%の学生は「学校課程と教科教育」，８%の学生だけ

が「学生の発達と教育」の専門分野に分布している． 

専門分野の学生分布にはこのような明らかな違いがあ
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り，「教育のリーダーシップと管理」の社会的需要が旺

盛であることを反映しているだけでなく，思考すべき問

題も存在する可能性がある（呉 2017）． 

4.3.卒業率 

第 1 期 2010 年入学の教育博士は 161 名を募集し，

2014年までに予定通りに卒業したのは36人で，予定通

りに卒業した率はわずか 22%だった．同時に，2018 年

に中国の教育博士育成資格を持つ大学は27校に増加し，

募集拡大は加速しており，その年の募集人数は456名に

増加し，そのうち小中高学校からの教育博士募集数は第

1期の34名から2018年まで141名に増加し，累計人数

は337名に達した．2018年全国の累計募集人数は1760

人，卒業人数は337人にとどまっている．（徐ら 2022） 

2019 年の 9 校に対する研究結果によると，教育博士

の90%以上は予定通り卒業できず，一部の大学では1人

だけ卒業し，或は予定通りに論文を提出する学生はいな

かった状況もある（高・朱 2019）． 

4.4.卒業するための研究業績 

教育博士の設置初期に，該当大学が定めた学術ジャー

ナル（一般には学校が認定した高レベルジャーナル，例

えばCSSCIジャーナル，北京大学コアジャーナルなど）

に一定数の学術論文（一般には１～２本）を公刊するこ

とは，教育博士生が学位を取得するための事前条件であ

る（申・夏 2022）． 

表１ 2010～2019年第１陣の15大学の教育博士の募集数 

番

号 
育成機関 

年 
合計 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 

1 北京師範大学 14 17 23 17 17 15 18 16 23 74 234 

2 華東師範大学 7 14 16 14 20 19 25 30 29 25 199 

3 東北師範大学 6 8 7 8 8 7 8 9 62 53 176 

4 北京大学 17 16 15 17 16 15 15 15 19 13 158 

5 華中科技大学 20 20 18 16 10 9 9 9 20 20 151 

6 清華大学 19 19 18 15 11 10 11 12 14 20 149 

7 アモイ大学 7 10 19 10 12 15 17 12 22 25 149 

8 西南大学 16 12 14 10 10 10 10 10 19 35 146 

9 華中師範大学 10 10 4 8 4 4 9 11 30 34 124 

10 浙江大学 8 8 9 10 13 6 7 11 15 20 107 

11 南京師範大学 10 8 8 8 7 8 8 7 29 12 105 

12 陝西師範大学 5 6 7 6 6 6 8 10 23 21 98 

13 華南師範大学 8 6 6 6 10 10 10 10 14 10 90 

14 南京大学 9 6 4 8 8 8 9 9 7 7 75 

15 西北師範大学 5 6 4 5 4 4 6 4 14 12 64 

合計 161 166 172 158 156 146 170 175 340 381 2025 

呉・姚（2020）の表１より 

表２ 2018と2019年第２陣の12大学の募集数 

番号 育成機関 2018年 2019年 

1 天津師範大学 14 10 

2 首都師範大学 10 13 

3 河北師範大学 10 15 

4 河南師範大学 10 15 

5 遼寧師範大学 10 10 

6 浙江師範大学 10 20 

7 曲阜師範大学 10 20 

8 湖南師範大学 10 10 

9 雲南師範大学 10 20 

10 広州大学 10 15 

11 新疆師範大学 8 8 

12 揚州大学 4 8 

合計 116 164 

呉・姚（2020）の表２を改編 

表３ 2010～2015年３つの専門分野の人数 

年 
合

計 

教育のリー

ダーシップ

と管理 

学校課程と

教科教育 

学生の

発達と

教育 

2010 161 115 34 12 

2011 166 129 31 6 

2012 172 136 22 14 

2013 158 124 13 21 

2014 156 127 21 8 

2015 146 119 15 12 

合計 959 750 136 73 

呉（2017）の表１を改編 
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各大学は，教育博士生が学術論文の発表要求を満たし

てこそ，学位論文の提出を申請したり，学位を取得した

りすることができることを明確に規定している．例えば，

アモイ大学が教育博士課程生に「第１著者かつアモイ大

学を第１署名機関としてコアジャーナルレベル以上の学

術刊行物２本以上有する」と規定している場合，浙江大

学は教育博士の学生に「少なくとも学位論文に関連する

学術論文を学校が定めた刊行物に１本以上公刊しなけれ

ばならない」と要求した． 

近年，教育評価改革に伴い，清華大学，華東師範大学，

華中師範大学を含む一部の大学は，教育博士の学術論文

に対して強制的な要求をせず，関連事項を取り消し始め

た．例えば，清華大学は 2019 年から教育博士の学術論

文の要件を全面的に撤廃し，関連要求を「教育博士在学

中の学術成果が所在する学科の要求に達することで学位

申請を提出することができる」という要件に変更した．

2021年12月１日，華中師範大学大学院は，教育博士の

CSSCI論文公刊の要求を明確に取り消し，シンクタンク

類成果，優秀教育案例，全国的な業界標準規範など教育

博士の実際の仕事に関する研究成果を評価基準に組み入

れた．しかし，大学の多くは現在も学術論文を一定数発

表するよう教育博士の在学者に求めている． 

4.5.育成案（教育学博士との比較） 

教育分野では，学術博士のほかに専門職学位を設置す

ることは，学術学位と専門職学位が異なる課程基準と育

成モデルに基づいているはずであったが，実際の状況は

そうではない．学生募集規模が最も大きい北京師範大学

と華東師範大学を例にとると，その教育博士と教育学博

士課程の基準は表４に示すように，ほぼ似ている． 

第一に，課程構成の面では，専門職博士と学術博士は

いずれもモジュール化課程を実行し，「共通教養科目，

専門科目，実践科目」の３つのモジュールを含み，両者

の差は大きくない．そして，単位数，基本学業年限もほ

ぼ同等である． 

第二に，授業の教員の面では，指導者も指導者グルー

プもほとんど同じ大学の博士課程の教員である．同じ教

員が学術型と専門型の異なる博士の授業を行うのは難し

い（呉・姚 2020）という指摘もある． 

 

5.実施の効果（実態調査） 

王（2019）は，全国の教育博士課程学生112名を対象

に調査を実施し，課程設計，授業方法，指導教員，評価

方法の４つの側面から博士課程大学院生の教育における

育成状況を実証的に分析した． 

課程内容満足度アンケート（5 段階評価）では，課程

内容の実践性および選択性満足度は平均3ポイントより

も低いことが示された．その理由は，一方では，教育博

士の育成機関は教育学博士育成機関（ほとんどは師範大

学または総合大学）であることが多く，意図的または意

図せずに教育学博士課程を模倣しているため，課程内容

は実践よりも理論に重点を置いている．一方，教育博士

の数が少ないため，別々に科目を設定することは難しく，

表４ 教育博士和教育学博士の育成案 

学

校 
種類 課程構成 

単

位 
学業年限 指導教員 

北

京

師

範

大

学 

教育

博士 

共通科目（外国語） 

専門科目（専門理論，研究方法，専門実務） 

発展科目（最先端講義，調査研究，教育調査） 

≥20 ４～６年 
指導教員グル

ープ≥３人 

教育

学博

士 

共通必修科目（政治，外交，方法論） 

学位基礎科目 

専門科目 

必須項目（科学研究と教育実践，国際経験，中間評価） 

≥20 

基本は３

年で，最

長は６年 

指導教員或は

指導教員グル

ープ 

華

東

师

范

大

学 

教育

博士 

共通科目 

専門必修科目 

教育実務と実践研究科目 

≥23 

基本は４

年で，最

長は６年 

指導教員或は

指導教員グル

ープ 

教育

学博

士 

学位共通科目 

学位基礎科目 

学位専門科目 

学際的または専門横断的な選択科目 

≥19 

基本は４

年で，最

長は６年 

指導教員或は

指導教員グル

ープ 

呉・姚（2020）の表４より 
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教育学博士と一緒に授業を受講することが多い． 

授業方法について，調査問題は「教員が授業過程にお

いてどのような教授法を多く用いているか」（二肢選択

問題）の質問に答える際，現場観察法，事例分析法，フ

ィールドワークなど実践的な教授法は，講義に比べては

るかに少ない頻度で用いられている（図１）． 

 

図１ 教育博士の授業方法の使用頻度 

王（2019）の図２より 

指導教員について，大学院生は指導教員の学術的成果

に代表される科学的研究能力に最も満足しており，次に

学術倫理と個人涵養が続く．一方，専門能力開発におけ

る指導に対する学生の満足度は低い．専門能力の育成よ

り，指導教員の学術性に傾く傾向があることが示された． 

評価方法について，実際の調査では，ほとんどの教育

博士は博士号を申請する際に教育学博士と区別せず，ほ

ぼ同じであることが分かった．また，ある博士課程の指

導教員とのインタビューでは，教育学博士に比べて教育

博士号論文は文字数が相対的に少ないだけで，学術的な

要求，審査条件はほとんど変わらないことが分かった． 

もう一つの研究の調査対象である中国初の教育博士育

成機関一つの総合大学で，その教育博士課程の200名以

上の大学院生に対する実証分析を通じて，王・郭（2020）

は以下の結論を得た．第一に，学生の全体的な満足度は

比較的高く，その中で教員チームと管理システムの評価

が高く，組織の相互作用に対する評価が最も低く，課程

教育，条件保障と専門能力開発に対する評価がほぼ同等

である．第二に，具体的な内容から見ると，教育博士大

学院生は課程内容の理論と実践の最前線性，指導者の学

術レベル，図書資料と教育施設などのハードウェア資源

に非常に満足しているが，授業形態の豊富さ，実務分野

の指導者の割合，実習拠点の構築，大学主催の学生交流

活動，学術論文及び卒業論文の要求，職務昇進などの満

足度は低い． 

６．2023年の動向 

6.1．各大学の予定募集人数と専門分野 

各大学のホームページに教育博士の予定募集人数を収

集して表５にまとめた．表５に示されたように，大学ご

とに公開されている募集計画は異なり，４つの専門分野

の募集人数を明確に規定している大学（北京師範大学な

ど）もあれば，1 つの合計数だけ専門分野ごとの人数を

規定していない大学もある（華東師範大学など）． 

表５によると，2023年は少なくとも1200人以上の教

育博士を募集する見込みがあり，北京師範大学の募集人

数は首位の165人である． 

専門分野から見ると，「教育のリーダーシップと管理」

の数が最も多く，次は「学校課程と教科教育」，それか

ら「学生の発達と教育」，最後は「中国語国際教育」で

あることがわかった．しかし，全ての大学は同じ傾向で

はない．「中国語国際教育」を除き，北京師範大学にお

いて，最も多いのは「学生の発達と教育」と「学校課程

と教科教育」であり，「教育のリーダーシップと管理」

が一番少ない．南京師範大学において，最も多いのは「学

校課程と教科教育」であり，「学生の発達と教育」と「教

育のリーダーシップと管理」は少ない． 

6.2．北京師範大学の2023年の募集要項 

北京師範大学は博士の募集人数が最も多く，本節は北

京師範大学の 2023 年の募集要項を説明し，現在の博士

課程の具体的な要件を明確にする． 

6.1.専門分野と募集人数 

165 人を募集する予定で，そのうち「教育リーダーシ

ップと管理」は20人，「学校課程と教科教育」は63人，

「学生の発達と教育」は70人，「中国語国際教育」は12

人である（表５）． 

6.2.応募条件 

（１）中華人民共和国公民で，法律を遵守している． 

（２）修士号を取得している． 

（３）対応する教育分野で５年以上のフルタイムの実

務経験がある． 

（４）各専門分野の対象は以下のように規定している． 

「教育リーダーシップと管理」は，大学（短期大学を

含む）および高等学校（中等職業中等学校を含む）の中

高管理職，中学校，小学校，幼稚園の上級管理職に限定

される． 

「学校課程と教科教育」は，小中高学校，幼稚園教員

資格を有し，比較的高い教育実績，或は研究能力を持つ
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優秀な教員，或は各レベルの教育研究機関で教育と研究

に従事する人に限られている． 

「学生の発達と教育」は，大学（短期大学を含む）お

よび高等学校（中等職業中等学校を含む），中学校，小

学校，幼稚園において，生徒のメンタルヘルス教育，キ

ャリア開発・就職指導，学生事務管理の分野に従事する

教員または管理者に限られる． 

「中国語国際教育」は，優れた素養と中国語能力を備

えている各類の学校の教員に限られる． 

（５）教育分野に関連する２人の准教授（または同等

の肩書き）以上の専門家に推薦される． 

（６）身体の健康状態が所定の身体検査基準を満たし

ている． 

6.3．入学者選抜プロセス 

入学者選抜は予備審査と再審査の２段階に分けられる．

予備審査は関連分野の５名以上の専門家で構成される予

備審査委員会を設立する．予備審査委員会は，志願者か

ら提出された書類を審査し，研究計画書，修士論文，科

学的研究能力と成果，実践能力と成果，総合的な品質な

どが含まれる．予備審査委員会が上記の書類に基づいて

独自に採点し，予備審査スコアは100点である．予備ス

コアが 60 点未満の候補者は，再審査評価を受けること

ができない． 

再審査は２段階で行われる．第１は筆記試験である．

主に受験者の外国語レベル，基本的な専門理論の習得，

教育実践，教育問題を分析解決する能力を調べる．筆記

試験の結果は再試験結果には含まれず，合否の２種類に

分けられるだけで，合計ラインは 60 点であり，合格者

表５ 2023年27個の大学の予定募集人数 

 大学 合計 
教育のリーダーシ

ップと管理 

学校課程と 

教科教育 

学生の発達と 

教育 

中国語国際 

教育 

1 北京師範大学 165 20 63 70 12 

2 華東師範大学 56 ✓ ✓ / / 

3 東北師範大学 98 35 35 20 8 

4 北京大学 45 36 9 / / 

5 華中科技大学 - 3 - - - 

6 清華大学 31 - - - - 

7 アモイ大学 20 - - - - 

8 西南大学 58 - 10 - - 

9 華中師範大学 49 41 8 / / 

10 浙江大学 25 ✓ ✓ / / 

11 南京師範大学 49 11 23 13 2 

12 陝西師範大学 46 ✓ ✓ ✓ / 

13 華南師範大学 62 23 16 21 2 

14 南京大学 5 ✓ / ✓ / 

15 西北師範大学 75 48 / 27 / 

16 天津師範大学 49 / 22 22 5 

17 首都師範大学 50 ✓ ✓ / 7 

18 河北師範大学 23 15 8 / / 

19 河南師範大学 41 33 / 5 3 

20 遼寧師範大学 44 30 11 / 3 

21 浙江師範大学 45 13 15 10 7 

22 曲阜師範大学 60 44 6 / 10 

23 湖南師範大学 - - - - - 

24 雲南師範大学 72 / 30 20 22 

25 広州大学 27 15 / 7 5 

26 新疆師範大学 40 32 8 / / 

27 揚州大学 - - - - - 

  合計 1235 399 264 215 86 

-:関連データが見つからない，✓：当該専攻を募集する，/：当該専攻を募集しない 

表中のデータは各大学のホームページから収集された 
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のみが面接に参加できる． 

第２は面接である．面接官は関連分野の少なくとも５

人の専門家で構成され，受験者の科学研究経験と能力，

実践的経験と能力，実際的な問題を分析解決する能力，

包括的な品質などに焦点を当てて考察する．各受験者の

面接結果は各専門家の平均スコアで，面接スコアが60未

満の受験者は入学できない． 

面接結果は再審査の結果です．入学候補者のリストは，

受験者の最終合計点（高から低）に応じて決定され公開

する． 

6.4育成方法 

教育博士専門学位の大学院生は非全日制の学習形式で，

学制は４年制である．育成方式には，課程学習，特テー

マ別セミナー，ケーススタディ，現場研究，チーム学習，

社会調査が含まれる．課程学習，中間評価，開題報告，

論文執筆，論文答弁などが含まれる． 

課程学習は集中学習と分散学習を結合した形式を実行

し，育成部門が統一的に計画し，前の２年間に短期集中

授業方式を採用する．課程学習が完了した後，在職中に

博士論文を書き，論文テーマの選択と執筆段階では主導

教員責任制を実行する．「中国語国際教育」の集中学習

時間は３学期以上である． 

指導教員は，学生が入学した後，学生と指導教員の双

方向選択によって決定される． 

6.5授業料 

授業料は，一学年は25,000元（500,000円程度）であ

る．非全日制の学生は，奨学金などを受ける権利がない．

学習期間中は，交通費，食事代，宿泊費は自己負担とな

る． 

6.6．学位授与 

単位を修得し，博士論文を提出した者，本学学位審査

委員会の審査及び承認を経て，教育博士の専門職学位及

び博士の卒業証明書が授与される． 

6.7．その他（全日制の大学院生） 

北京師範大学は非全日制の大学院生だけ募集している

が，全日制の大学院生を募集する大学もある．例えば，

浙江師範大学では，募集予定者は 45 人で，そのうち全

日制11人，非全日制34人である．そして，北京師範大

学の募集要項とほぼ同じであるが，異なる部分は以下の

ようなものがある． 

応募条件には英語能力が求められ，全日制の学生は就

職先の同意書を提出する必要がある． 

英語能力について，（１）CET-4≥425，（２）TOEFL≥80

または IELTS≥5.5，（３）全国外国語能力試験

WSK(PETS5)に合格すること，（４）質の高い学術論文

を筆頭著者として発表している者（雑誌の格付け基準は

本学の関連規程を参照），（５）英語圏の国または地域

から修士の学位を取得し，教育部の留学サービスセンタ

ーの認定を得ること，（６）本校主催の英語能力資格試

験に合格することの内一つに達すことが要求されている． 

授業料について，全日制の大学院生の授業料は一学年

12,000元（240,000円程度），非全日制は一学年が20,000

元（400,000 円程度）である．そして，全日制の教育博

士は奨学金などを申請できる． 

７.まとめと考察 

本論文は中国の教育博士の発展歴史，制度の内容，実

施の現状，実施の効果と 2023 年の動向を整理分析し，

その特徴を考察することで，中国の教育博士の歴史と現

状を明らかにした． 

中国の教育博士の発展歴史は３つの段階に分けられる．

1999～2007 年は探索期で，国内の多くの大学は教育博

士育成に類似した教育実践を行った．2008～2016 年は

実験期で，2008年に「教育博士専門学位設置案」が採択

され，2010年から北京師範大学など15校が正式に教育

博士の学生を募集し始めた．2017年～は発展期で，2017

年に新しい 12 校は教育博士の育成機関となり，翌年か

ら学生を募集した． 

2010年から募集した教育博士は「教育のリーダーシッ

プと管理」，「学校課程と教科教育」と「学生の発達と

教育」の３つの専門分野に分けられ，学業年限，育成方

式，課程内容などは 2010 年の育成方案によって規定さ

れている．「中国語国際教育」は 2018 年に増設され，

それに関する育成方案も同年に公表された． 

現状では，27校の大学の多くは師範大学であり，各大

学の募集人数が違い，地方大学の募集人数は比較的に少

ない（表１・表２）．３つの専門分野の人数も異なって

いる．表３の 2015 年までのデータにより，「教育のリ

ーダーシップと管理」の人数は「学校課程と教科教育」

と「学生の発達と教育」を遥かに上回っていた．また，

卒業率の低さ，卒業に対する学術論文の要求，育成方式

は教育学博士と似ていることなどが挙げられる． 

実施の効果について，実態調査から分かるように，大

学院生は教育博士課程の実践性と選択性に対する満足度

は低いが，学術性に対する満足度は高い．そして，授業
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方法は講義が多く，論文審査の条件は教育学博士とほぼ

似ていることも指摘されている． 

2023 年の各大学の予定募集人数と専門分野からする

と，「教育のリーダーシップと管理」の人数が最も多く，

次は「学校課程と教科教育」と「学生の発達と教育」で，

「中国語国際教育」の人数が最も少ない．表３の2010～

2015年の合計数では，「教育のリーダーシップと管理」

は「学校課程と教科教育」と「学生の発達と教育」の合

計数の３倍で，2023年では「教育のリーダーシップと管

理」は他の２つの合計数より少なく，この３つの専門分

野の募集人数が次第に均衡になっている． 

募集人数が一番多い北京師範大学において，教育博士

は全部非全日制であり，小中高学校だけではなく，幼稚

園や高等教育などが教員も含まれている．専門分野につ

いて，最も多いのは「学生の発達と教育」と「学校課程

と教科教育」であり，「教育のリーダーシップと管理」

と「中国語国際教育」が一番少ない．北京師範大学の募

集要項には，「教育のリーダーシップと管理」の募集対

象は校長，副校長などの管理層，「学校課程と教科教育」

と「学生の発達と教育」の募集対象は教育現場で実際に

教えている教員であると考えられる．管理層だけではな

く，より多くの普通の教員でも博士課程に入学できるよ

うにった．そして，他の大学との募集要項と比べ，大き

な違いがない． 

これらにより，中国の教育博士の特徴を以下のように

まとめた． 

（１）2010年から募集を開始し，募集規模を次第に拡

大している．表１と表５を見ると，2010 年の 161 人か

ら人数が増えており，2023年では1200人以上を募集す

るようになった． 

（２）育成機関は主に師範大学で，募集対象は各種の

学校の管理者と教員で，非全日制学生が多く占めている． 

（３）専門分野は「教育のリーダーシップと管理」，

「学校課程と教科教育」，「学生の発達と教育」と「国

際中国語教育」の４つがあり，募集人数はそれぞれ異な

る．表３と表５から見ると，4 つの専門分野の数が異な

り，合計数では「教育のリーダーシップと管理」の人数

が最も多く，「中国語国際教育」の人数が最も少ないこ

とがわかり，それは社会的ニーズと関係があると推測で

きる．そして，「中国語国際教育」の開設期間は他の 3

つより短く，時間が経つにつれて人数は上昇すると考え

られる． 

（４）学校ごとに専門分野の募集人数が異なる．表５

により，学校ごとに専攻分野の募集人数が異なり，それ

は地域性があると推測できる．例えば，北京師範大学の

「教育のリーダーシップと管理」は一番少ないことにつ

いて，北京は首都であり，教育の発展はより進んでおり，

教育博士の取得を目指す層が管理職から一般教員に移行

した可能性が高い． 

（５）課程内容の理論性は実践性より強い．課程構成

は教育学博士の課程と類似し，教育博士の数は少ないた

め，教育学博士と同じ授業を受けることが多いことや，

授業形態の多くが講義であることなどが原因となる． 

（６）学術能力を重視している．大学の多く現在も学

術論文を一定数発表するように求めており，論文提出た

めの審査条件なども学術型博士に類似している． 

（７）指導教員は学術型教員が中心で，実務型教員は

少ない．現段階では，中国の教育博士課程の学生と学術

博士課程の学生は教員が共有され，学術教師が主力であ

り，実践的な教師の割合は明らかに低い（王・郭 2020）． 

中国の教育博士の養成は，学位は異なる東京学芸大学

の連合大学院の「課程修了による」博士とほぼ同様と考

えられる．「課程修了による」博士の手引きから，20単

位以上を履修・修得すること，学位論文審査申請時にお

いて求める研究業績，課程修了による博士の学位取得ま

でのプロセスなどは，中国の教育博士の育成案とほぼ同

じである．一番の違いは５年以上の実務経験の有無であ

り，基本学業年限に１年の差があり，そして中国の授業

料はより安い．また，中国の教育博士の育成方法にはテ

ーマ別セミナー，ケーススタディ，現場研究，チーム学

習などが要求されているが，実際では講義の割合は大き

い（図１）．中国では教育博士の院生が大学での課程学

習が終了後，現場で実践しながら研究をすることはより

重要であると考えられる． 

2022 年教育部など 8 部門は「新時代基礎教育強師計

画」を公表し，教育博士の学生募集計画を拡大し，質の

高い小中高学校の教員を育成し，教育改革の発展をリー

ドすることを明確に要求した．これに伴い，教育博士の

学生募集と育成規模を拡大する一方で，その育成品質の

向上は喫緊の課題となっている（徐ら 2022）． 

中国の教育博士の募集対象は主に現職教員で，実践性

を求めていると考えられる．このような現状をもとに，

育成品質の向上について，教育学博士との育成から区別

し，卒業率の低さの原因を探り，課程の実践性，実務分
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野の指導者の割合，授業形態の豊富さを高めることなど

が考えられる． 

 

付記 

本研究はJSPS 科研費23K02708の助成を受けたもの

である． 
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